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概 要：

本合同会議は情報と通信に関する科学・工学の教育応用 (教育工学) に関するトップレベル会議である。

WMUTE (無線，移動，ユビキタス技術と教育に関する国際会議) は教育にモバイル・ユビキタスコン

ピューティングなどを応用する技術と教育実践に関する論文発表の場である。DIGITEL (デジタルゲームと

知的玩具による教育に関する国際会議) はデジタルゲームや知的玩具の教育応用に関する技術と実践に関す

る論文発表の場である。この二つの会議はいずれも隔年開催となり，関連が深いので前回 (2010 年) から合

同開催となっている。いずれも質の高い会議であり，今回もフルペーパー採択率が WMUTE で 25%，

DIGITEL で 30.4%と難関になった。教育は人間を対象とする分野であるが，教育を効果的に行うための技術

導入については技術と教育という学際的な検討が必要である。本合同会議は技術的先進性と現場での教育効

果のバランスのとれた議論が行われる場である。

本研究分野は東アジア，特に台湾・香港が研究コミュニティを形成している。今回は特に台湾からの参加

者が多かった。参加者数は総合計で 156 名，うち日本からは 55 名，台湾からは 52 名であった。一方でヨー

ロッパからの参加者数も多く，ベテラン研究者から若手までが国際色豊かに交流し，研究コミュニティの活

性化とグローバル化に大きく寄与した。このような会議を日本で開催することにより，当該研究分野におけ

る日本のプレゼンスを高めることができた。
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概 要：

平成 23 年 11 月 29 日〜12 月 2 日において，ソフトウェア信頼性工学の分野では世界最高水準の国際会議で

ある第 22 回 IEEE ソフトウェア信頼性工学国際シンポジウム (22nd IEEE International Symposium on

Software Reliability Engineering : ISSRE 2011) を広島市において開催した。19 カ国 200 名の参加者が集結し，

ソフトウェア信頼性工学における高い水準の研究論文の発表や研究討論を行うことができ，会議を成功裏に

終えることができた。ソフトウェア信頼性・安全性・セキュリティ，ソフトウェアプロジェクト管理，メト

リクス計測，ソフトウェアテスト等に関する最新の話題にふれることができた。情報社会インフラの根幹を

支えるソフトウェアの信頼性を検討することは，安心・安全を最高の価値基準とする情報システム技術の発

展に大きく寄与する。ISSREを我が国で初めて開催したことで,ソフトウェア信頼性工学の我が国における産

学連携事業が活性化され，安心・安全を最高の価値基準とする情報システム技術の進展に繋がることが期待

される。我が国におけるソフトウェア信頼性工学のコミュニティも立ち上がり，産学連携の立場から高信頼

化ソフトウェアの開発を重要視する機運がこれまで以上に高まってきたと言える.研究成果は電子媒体 IEEE

Exploreを通じて世界中に公開されており，近々，電子情報通信学会論文誌においてもソフトウェア信頼性工

学の特集号が掲載される予定である。

立石科学技術振興財団

― 108 ―


